
『
出
雲
國
風
土
記
﹄
の
会
話
文
体

︱

双
括
式
・
頭
括
式
・
尾
括
式
か
ら

︱

廣

岡

義

隆

〇
キ
ー
ワ
ー
ド
＝
入
子
型
会
話
・
古
老
相
伝
・
命
名
由
来
譚
・

倭
文
体
・
文
末
辞
・
尒
時

一
、
は
じ
め
に

か
つ
て
﹃
萬
葉
集
﹄
中
に
見
ら
れ
る
会
話
の
三
方
式
を
整
理
し
、
双
括

式
・
頭
括
式
・
尾
括
式
と
名
付
け
た

︵
１
︶

。
こ
の
会
話
の
三
様
式
は
、

曰
﹁
…
…
﹂
曰
。

曰い

は
く
﹁
…
…
﹂
と
曰
ふ
。

双
括
式

曰
﹁
…
…
﹂
。

曰
は
く
﹁
…
…
﹂
︵
と
︶
。

頭
括
式

﹁
…
…
﹂
曰
。

﹁
…
…
﹂
と
曰
ふ
。

尾
括
式

と
い
う
文
体
を
言
い
、
右
は
そ
の
代
表
例
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
実

に
は
種
々
の
変
容
形

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

が
存
在
す
る
。
こ
う
し
た
一
事
例
と
し
て
、
﹁
風
土

記
逸
文
補
訂
稿

︵
２
︶

﹂
に
お
い
て
、
﹁
備
後
國
風
土
記
﹂
逸
文
の
﹁
疫
隅
の
国

つ
社

蘇
民
将
来
﹂
条
を
取
り
挙
げ
て
、
兼
方
本
﹃
日
本
書
紀
﹄
上
巻
裏

書
六
八
に
よ
る
補
訂
︵
事
項
76
︶
で
、
次
の
よ
う
な
整
っ
た
文
が
原
態
で
あ

る
と
示
し
た
こ
と
が
あ
る
。

詔
久

﹁
…
中
略
…
﹂
止

問
給
。

︵
第
一
文
︶

答
申
久

﹁
…
中
略
…
﹂
止

申
。

︵
第
二
文
︶

即
詔
久

﹁
…
中
略
…
﹂
詔
。

︵
第
三
文
︶

即
詔
久

﹁
…
中
略
…
﹂
止

詔
伎

。

︵
第
四
文
︶

右
は
、
双
括
式
会
話
様
式
で
統
一
さ
れ
て
い
る
事
例
で
あ
る
。

﹃
出
雲
國
風
土
記
﹄
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
会
話
様
式
は
ど
の
よ
う
に

展
開
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
こ
こ
に
報
告
す
る
。

﹃
出
雲
國
風
土
記
﹄
の
中
に
は
全
五
六
例
の
会
話
文
が
存
在
す
る
。

双
括
式
会
話
文

二
三
例

頭
括
式
会
話
文

二
二
例

尾
括
式
会
話
文

一
一
例

右
の
全
五
六
例
に
つ
い
て
⃝01
～
⃝56
と
符
号
を
振
り
、
以
下
見
て
ゆ
く
。

二
、
双
括
式
会
話
文
体
か
ら

右
に
示
し
た
よ
う
に
、
双
括
式
会
話
文
体
の
事
例
数
が
一
番
多
く
て
、

一



二
三
例
を
数
え
る
。
国
総
記
中
の
例
と
共
に
出
雲
郡
を
除
い
た
他
の
全
郡

に
見
ら
れ
、
﹃
出
雲
國
風
土
記
﹄
の
中
で
ほ
ぼ
平
均
的
に
使
用
さ
れ
る
。

ま
ず
は
事
例
を
列
挙
す
る
︵
用
例
中
の
﹁
…
…
﹂
は
中
略
を
意
味
す
る
︶
。

⃝01
八
束
水
臣
津
野
命
詔
、
﹁
八
雲
立
﹂
詔
之
。

︵
総
記
﹁
国
号
由
来
﹂
︶

⃝02
國
引
坐
八
束
水
臣
津
野
命
詔
、
﹁
八
雲
立
出
雲
國
者
…
…
故
将
作
縫
﹂

詔
而
、

︵
意
宇
郡
﹁
郡
号
由
来
﹂
01
︶

⃝03
所
造
天
下
大
神
大
穴
持
命
、
…
…
、
来
坐
長
江
山
而
詔
、
﹁
我
造
坐

而
命
國
者
…
…
玉
珎
置
賜
而
守
﹂
詔
。
故
云
文
理
。

︵
意
宇
郡
﹁
母
理
郷
﹂
︶

⃝04
天
津
子
命
詔
、
﹁
吾
浄
将
坐
志
社
﹂
詔
。
故
云
社
。

︵
意
宇
郡
﹁
屋
代
郷
﹂
︶

⃝05
神
湏
佐
乃
袁
命
、
…
…
、
来
坐
此
處
而
詔
、﹁
吾
御
心
者
安
平
成
﹂
詔
。

故
云
安
来
也
。

︵
意
宇
郡
﹁
安
来
郷
﹂
︶

⃝06
布
都
努
志
命
之
國
廻
坐
時
、
来
坐
此
處
而
詔
、
﹁
是
土
者
不
止
欲
見
﹂

詔
。
故
云
山
國
也
。

︵
意
宇
郡
﹁
山
國
郷
﹂
︶

⃝07
所
造
天
下
大
神
命
、
…
…
、
尒
時
詔
、
﹁
吾
御
心
之
波
夜
志
﹂
詔
。

故
云
林
。

︵
意
宇
郡
﹁
拜
志
郷
﹂
︶

⃝08
都
留
支
日
子
命
詔
、
﹁
吾
敷
坐
山
口
處
在
﹂
詔
而
、
故
山
口
負
給
。

︵
嶋
根
郡
﹁
山
口
郷
﹂
︶

⃝09
所
造
天
下
大
神
命
詔
、
﹁
此
國
者
丁
寧
所
造
國
在
﹂
詔
而
、
故
丁
寧

負
給
。

︵
嶋
根
郡
﹁
手
染
郷
﹂
︶

⃝10
八
尋
鉾
長
依
日
子
命
詔
、
﹁
吾
御
子
平
明
不
憤
﹂
詔
。
故
云
生
馬
。

︵
嶋
根
郡
﹁
生
馬
郷
﹂
︶

⃝11
枳
佐
賣
命
願
、
﹁
吾
御
子
麻
湏
羅
神
御
子
坐
者
所
亡
弓
箭
出
来
﹂
願

坐
。

︵
嶋
根
郡
﹁
加
賀
神
埼
﹂
01
︶

⃝12
枳
佐
賣
命
…
…
、
尒
時
、
取
而
詔
之
、
﹁
此
者
非
弓
箭
﹂
詔
而
、
擲

廢
給
。

︵
嶋
根
郡
﹁
加
賀
神
埼
﹂
02
︶

⃝13
磐
坂
日
子
命
、
國
巡
行
坐
時
、
至
坐
此
處
而
詔
、
詔
﹁
…
…
｣
者
。

故
云
恵
伴
。

︵
秋
鹿
郡
﹁
恵
曇
郷
﹂
︶

⃝14
衝
杵
等
乎
与
留
比
古
命
、
國
巡
行
坐
時
、
至
坐
此
處
詔
、
﹁
…
…
﹂

詔
而
静
坐
。
故
云
多
太
。

︵
秋
鹿
郡
﹁
多
太
郷
﹂
︶

⃝15
和
加
布
都
努
志
能
命
、
…
…
、
尒
時
、
詔
、
﹁
自
然
哉
猪
之
跡
亡
失
﹂

詔
。
故
云
内
野
。

︵
秋
鹿
郡
﹁
大
野
郷
﹂
︶

⃝16
天
𤭖
津
日
女
命
、
…
…
、
至
坐
此
處
而
詔
、
﹁
伊
農
波
夜
﹂
詔
。
故

云
伊
努
。

︵
秋
鹿
郡
﹁
伊
農
郷
﹂
︶

⃝17
神
魂
命
詔
、﹁
…
…
﹂
詔
而
、

︵
楯
縫
郡
﹁
郡
号
由
来
﹂
︶

⃝18
所
造
天
下
大
神
命
、
…
…
、
即
詔
、
﹁
滑
磐
石
哉
﹂
詔
。
故
云
南
佐
。

︵
神
門
郡
﹁
滑
狭
郷
﹂
︶

⃝19
神
湏
佐
能
袁
命
詔
、
﹁
…
…
﹂
詔
而
、
即
己
命
之
御
魂
鎮
置
給
之
。

︵
飯
石
郡
﹁
須
佐
郷
﹂
︶

⃝20
所
造
天
下
大
神
大
穴
持
命
詔
、
﹁
…
…
﹂
詔
。
故
云
仁
多
。

︵
仁
多
郡
﹁
郡
号
由
来
﹂
︶

⃝21
大
穴
持
命
詔
、
﹁
此
地
田
好
故
吾
御
地
占
﹂
詔
。
故
云
三
處
。

︵
仁
多
郡
﹁
三
處
郷
﹂
︶

⃝22
大
神
夢
願
給
、
﹁
告
御
子
之
哭
由
﹂
夢
尒
願
坐
。

︵
仁
多
郡
﹁
三
澤
郷
﹂
01
︶

二

三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
・
二
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七
号
・
二
〇
一
六
年
六
月



⃝23
所
造
天
下
大
神
命
詔
、
﹁
八
十
神
者
不
置
青
垣
山
裏
﹂
詔
而
、

︵
大
原
郡
﹁
来
次
郷
﹂
︶

右
で
、
﹁
加
賀
神
埼
﹂
01
と
し
て
い
る
枝
番

ナ
ン
バ
ー

は
、
同
じ
条
に
お
い
て
複

数
回
会
話
文
が
出
る
場
合
に
、
出
現
順
に
番
号
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
⃝22
に
﹁
三
澤
郷
﹂
01
と
あ
り
、
﹁
尾
括
式
会
話
文
体
﹂
に
02
03

が
出
、
﹁
頭
括
式
会
話
文
体
﹂
に
04
が
出
る
と
い
う
情
況
に
な
る
。

こ
の
﹁
双
括
式
会
話
文
体
﹂
で
の
会
話
の
主
語
は
全
て
神
で
あ
る
。

八
束
水
臣
津
野
命

⃝01
・
⃝02

所
造
天
下
大
神
大
穴
持
命

⃝03
・
⃝07
・
⃝09
・
⃝18
・
⃝20
・
⃝21
・
⃝22
・
⃝23

天
津
子
命

⃝04

神
湏
佐
乃
︵
能
︶
袁
命

⃝05
・
⃝19

︵
和
加
︶
布
都
努
志
命

⃝06
・
⃝15

都
留
支
日
子
命

⃝08

八
尋
鉾
長
依
日
子
命

⃝10

枳
佐
賣
命

⃝11
・
⃝12

磐
坂
日
子
命

⃝13

衝
杵
等
乎
与
留
比
古
命

⃝14

天
𤭖
津
日
女
命

⃝16

神
魂
命

⃝17

⃝22
の
事
例
で
は
﹁
大
神
﹂
と
の
み
あ
る
が
、
同
条
に
お
い
て
、
﹁
大
神

大
穴
持
命
﹂
と
あ
り
、
そ
の
神
名
が
明
ら
か
で
あ
る
。

右
の
次
第
で
会
話
主
体
は
神
で
あ
り
、
﹁
詔
﹁
…
…
﹂
詔
﹂
が
基
本
文

体
に
な
る
と
共
に
、
そ
の
多
く
の
例
は
国
号
・
郡
号
・
郷
号
の
命
名
由
来

に
直
接
乃
至
は
間
接
的
に
関
わ
る
場
合
で
あ
る
。
﹁
詔
﹁
…
…
﹂
詔
﹂
に

お
い
て
、
命
名
由
来
で
な
い
事
例
は
⃝11
・
⃝12
の
嶋
根
郡
﹁
加
賀
神
埼
﹂
01

02
及
び
⃝22
の
仁
多
郡
﹁
三
澤
郷
﹂
01
の
事
例
に
過
ぎ
な
い
。
﹁
詔
﹁
…
…
﹂

詔
﹂
の
変
形
が
⃝13
の
秋
鹿
郡
﹁
恵
曇
郷
﹂
条
で
あ
る
。
そ
の
箇
所
は
次
の

よ
う
に
﹁
詔
詔
﹁
…
…
﹂
者
﹂
と
あ
る
。

…
湏
作
能
乎
命
御
子
、
磐
坂
日
子
命
、
國
巡
行
坐
時
、
至
︱二

坐
此
處
一

而
詔
、
詔
下

﹁
此
處
者
、
國
稚
美
好
有
。
國
形
如
二

畫
鞆
一

哉
。
吾
之

宮
者
、
是
處
造
事
｣上
者
。
故
云
二

恵
伴
一。
…

︵
秋
鹿
郡
﹁
恵
曇
郷
﹂
︶

﹁
詔
詔
﹂
は
写
本
各
本
に
存
在
す
る
が

︵
３
︶

、
岸
崎
時
照
﹃
鈔
﹄
は
衍
字
と

見
て
﹁
詔
﹂
一
字
し
か
認
定
せ
ず
、
﹃
萬
葉
緯
﹄
も
こ
れ
に
拠
る
。
内
山

真
龍
﹃
解
﹄
は
二
字
目
の
﹁
詔
﹂
字
を
移
し
て
﹁
詔
﹁
…
…
﹂
詔
﹂
と
校

訂
し
、
千
家
俊
信
の
版
本
も
こ
れ
に
拠
る
。
神
道
大
系
本

︵
４
︶

は
﹁
倉
本
・
細

本
作
﹁
詔
詔
﹂
ハ
非
ナ
リ
﹂
と
﹁
詔
﹂
一
字
に
し
、
山
川
出
版
社
本

︵
５
︶

は
﹁
詔

詔
﹂
の
ま
ま
﹁

詔
み
こ
と
の
り

を
詔の

り
た
ま
ひ
し
く
﹂
と
訓
読
す
る
。
松
本
直
樹

氏
﹃
注
釈

︵
６
︶

﹄
は
、
﹁
﹁
詔
詔
﹂
と
あ
る
が
一
字
不
要
﹂
と
す
る
。
私
は
双
括

式
会
話
文
で
あ
り
、
そ
れ
を
漢
文
式
に
書
記
し
た
も
の
で
、

…
…
詔
、
詔
下

﹁
…
…
｣上
者
。

と
し
て
あ
り
、
双
括
式
と
見
る
。
そ
の
訓
読
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

…
須す

作さ

能の

乎を
の

命
の

み
こ
と

御
子

み

こ

、
磐い

は

坂さ
か

日ひ

子こ
の

命
み
こ
と

、
国く

に

巡
行

め

ぐ

り
坐ま

し
し
時
に
、

此
処

こ

こ

に
至い

た

り
坐ま

し
て
詔

の
り
た
ま

ひ
し
く
、
｢
此
処

こ

こ

は
、
国く

に

稚わ
か

く
美
好

う
る
は

し
く
有あ

り
。
国
形

く
に
が
た

は
画ゑ

鞆と
も

の
如ご

と

き
か
も
。
吾わ

が
宮
は
、
是
処

こ

こ

に
造つ

く

り
事つ

か

へ

よ
﹂
と
詔

の
り
た
ま
ひ
き
。
故か

れ

恵ゑ

伴ど
も

と
云い

ふ
。
…

三

『
出
雲
國
風
土
記
﹄
の
会
話
文
体



双
括
式
会
話
は
、
本
来
、
漢
文
体
で
は
な
い
倭
文
体
に
お
け
る
説
話
の

語
法
と
し
て
あ
る
。
よ
っ
て
﹁
詔
﹁
…
…
﹂
詔
﹂
と
表
記
す
べ
き
も
の
で

あ
り
、
漢
文
式
に
返
読
し
て
﹁
詔
下

﹁
…
…
｣上
者
。
﹂
と
す
る
書
式
と
は
基

本
的
に
相
容
れ
な
い
。
し
か
し
こ
こ
は
、
漢
文
式
と
措
定
し
た
ゆ
え
に
文

末
辞
﹁
者

︵
７
︶

﹂
を
置
い
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。

秋
鹿
郡
に
お
け
る
双
括
式
会
話
に
お
い
て
、
通
常
の
﹁
詔
﹁
…
…
﹂
詔
﹂

︵
⃝14
・
⃝15
・
⃝16
︶
に
混
じ
る
形
で
、
こ
の
よ
う
な
﹁
詔
、
詔
下

﹁
…
…
｣上
者
﹂

︵
⃝13
︶の
形
式
が
存
在
す
る
の
は
、
草
稿
提
出
母
体
に
関
わ
る
。
即
ち
、﹃
出

雲
國
風
土
記
﹄
の
草
稿
は
郡
家
か
ら
国
府
へ
提
出
し
て
い
る
こ
と
が
各
郡

の
﹁
郡
末
記
﹂
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
が
、
郡
レ
ベ
ル
で
は
、
郷
家
提
出
の

素
稿
を
基
に
ま
と
め
た
に
違
い
な
い
。
よ
っ
て
他
郷︵
多
太
郷
・
大
野
郷
・

伊
農
郷
︶
と
恵
曇
郷
と
の
文
体
上
の
差
が
出
現
し
て
い
る

︵
８
︶

。

右
で
見
た
よ
う
に
、
双
括
式
に
お
い
て
は
﹁
詔
﹁
…
…
﹂
詔
﹂
と
い
う

﹁
詔
﹂
字
が
圧
倒
的
に
多
い
。
そ
れ
は
主
語
が
神
名
で
あ
る
こ
と
と
関
わ

る
が
、
次
の
よ
う
な
﹁
願
﹂
字
の
例
も
存
在
す
る
。

⃝11
枳
佐
賣
命
願
、
﹁
吾
御
子
、
麻
湏
羅
神
御
子
坐
者
、
所
亡
弓
箭
、
出

来
。
﹂
願
坐
。

︵
嶋
根
郡
﹁
加
賀
神
埼
﹂
01
︶

⃝22
大
神
夢
願
給
、
﹁
告
御
子
之
哭
由
。
﹂
夢
尒
願
坐
。

︵
仁
多
郡
﹁
三
澤
郷
﹂
01
︶

﹁
願
﹁
…
…
﹂
願
坐
﹂︵
⃝11
︶
、
や
﹁
夢
願
給
﹁
…
…
﹂
夢
尒
願
坐
﹂︵
⃝22
︶

と
あ
る
。
⃝11
に
お
け
る
後
辞
に
敬
語
﹁
坐
﹂
が
来
る
の
は
不
自
然
な
こ
と

で
な
く
、
筆
録
意
識
と
し
て
は
前
辞
に
ま
で
及
ぶ
も
の
で
あ
る
。
⃝22
の
後

辞
に
お
け
る
﹁
尒
﹂
は
宣
命
大
書
体
で
あ
る
が
、
原
姿
は
小
書
体
の
可
能

性
が
あ
る
。
前
辞
中
の
﹁
給
﹂
は
倭
文
体
と
し
て
の
用
法
で
あ
り
、
漢
文

体
で
は
﹁
賜
﹂
に
な
る
。

双
括
式
会
話
様
式
⃝01
～
⃝23
全
体
を
通
し
て
、﹁
詔
…
詔
﹂﹁
願
…
願
﹂﹁
夢

願
…
夢
願
﹂
と
前
辞
と
後
辞
の
み
ご
と
な
照
応
が
あ
る
。
当
稿
註
︵
１
︶

で
挙
げ
た
拙
稿
﹁
萬
葉
に
お
け
る
会
話
手
法
﹂
の
双
括
式
の
用
例
中
か
ら
、

前
辞
と
後
辞
と
が
対
応
し
て
い
な
い
例
︵
代
表
例
︶
を
取
り
挙
げ
て
み
る
。

ⓐ
神
代
欲
理

云
傳
久
良
久
﹁
…
…
﹂
等

加
多
利
継

伊
比
都
賀
比

計
理
…
…

︵
５
・
八
九
四
︶

ⓑ
…
…
愚
人
乃

吾
妹
兒
尒

告
而
語
久
﹁
…
…
﹂
登

言
家
礼
婆

妹
之
答
久
﹁
…
…
﹂
常

曽
己
良
久
尒

堅
目
師
事
乎
…
…

︵
９
・
一
七
四
〇
︶

ⓒ
…
…
吾
妹
子
之

母
尒
語
久
﹁
…
…
﹂
跡

隠
沼
乃

下
延
置
而

…
…

︵
９
・
一
八
〇
九
︶

ⓓ
…
…
吾
尒
語
良
久
﹁
…
…
﹂
常

枉
言
哉

人
之
云
都
流

逆
言
乎

人
之
告
都
流
…
…

︵
19
・
四
二
一
四
︶

ⓔ
…
…
奈
氣
伎
乃
多
婆
久
﹁
…
…
﹂
等

乎
之
美
都
〻

可
奈
之
備
麻

世
婆
…
…

︵
20
・
四
四
〇
八
︶

﹁
云
ひ
伝つ

て
く
ら
く
﹁
…
…
﹂
と
語
り
継
ぎ
云
ひ
継
が
ひ
け
り
﹂︵
ⓐ
︶
、

﹁
語
ら
く
﹁
…
…
﹂
と
言
ひ
け
れ
ば
﹂﹁
答い

へ
ら
く
﹁
…
…
﹂
と
か
た
め
し
﹂

︵
ⓑ
︶
、
﹁
語
ら
く
﹁
…
…
﹂
と
下し

た

ば
へ
お
く
﹂
︵
ⓒ
︶
、
﹁
語
ら
く
﹁
…
…
﹂

と
云
ひ
つ
る
・
告
げ
つ
る
﹂
︵
ⓓ
︶
、
﹁
の
た
ば
く
﹁
…
…
﹂
と
か
な
し
び

ま
す
﹂
︵
ⓔ
︶
等
と
変
化
に
富
む
。
こ
れ
が
語
り
の
実
態
で
あ
り
、
こ
う
し

た
事
例
は
平
安
期
や
中
世
の
説
話
中
の
双
括
式
会
話
に
お
い
て
少
な
く
な
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い
。
と
こ
ろ
が
、
﹃
出
雲
國
風
土
記
﹄
で
は
、
前
辞
と
後
辞
と
が
み
ご
と

に
照
応
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
内
容
が
単
一
で
あ
っ
て
複
雑
で
無
い

こ
と
を
意
味
し
、
結
果
、
右
の
よ
う
な
照
応
次
第
に
な
る
。

三
、
頭
括
式
会
話
文
体
か
ら

次
に
頭
括
式
会
話
文
体
の
例
を
挙
げ
る
。
頭
括
式
会
話
文
体
の
事
例
数

は
双
括
式
会
話
文
体
と
同
数
に
近
い
二
二
例
が
存
在
す
る
。
こ
の
頭
括
式

会
話
文
体
は
、
多
用
さ
れ
る
郡
と
そ
う
で
は
な
い
郡
と
い
う
違
い
は
あ
る

も
の
の
、
神
門
郡
を
除
い
た
他
の
全
郡
に
お
い
て
見
ら
れ
る
。

⃝24
即
按
訴
云
、
﹁
天
神
千
五
百
万
地
祇
千
五
百
万
…
…
以
此
知
神
霊
之

所
神
﹂
者
。

︵
意
宇
郡
﹁
毘
賣
埼
﹂
︶

⃝25
熊
野
大
神
命
詔
、
﹁
朝
御
餼
勘
養
夕
御
餼
勘
養
吾
贄
緒
之
處
﹂
定
給
。

故
云
朝
酌
。

︵
嶋
根
郡
﹁
朝
酌
郷
﹂
︶

⃝26
國
忍
別
命
詔
、
﹁
吾
敷
坐
地
者
國
形
冝
﹂
者
。
故
云
方
結
。

︵
嶋
根
郡
﹁
方
結
郷
﹂
︶

⃝27
古
老
傳
云
、
﹁
出
雲
郡
杵
築
御
埼
在
安
庵
…
…
今
人
猶
誤
𣑥
嶋
号

耳
﹂
。

︵
嶋
根
郡
﹁
安
庵
嶋
﹂
︶

⃝28
古
老
傳
云
、
﹁
有
安
庵
嶋
安
庵
食
来
蜈
蚣
止
居
此
嶋
故
云
蜈
蚣
嶋
﹂
。

︵
嶋
根
郡
﹁
蜈
蚣
嶋
﹂
︶

⃝29
俗
人
云
、
﹁
其
底
陶
器
𤭖
甎
等
類
多
有
也
﹂
。

︵
秋
鹿
郡
・
川
池
﹁
陂
周
六
里
﹂
︶

⃝30
古
老
傳
云
、
﹁
嶋
根
郡
大
領
…
…
所
彫
堀
也
﹂
。

︵
秋
鹿
郡
・
大
海
浜
島
﹁
恵
曇
濵
﹂
︶

⃝31
古
老
傳
云
、
﹁
阿
遅
湏
枳
高
日
子
命
之
后
天
御
梶
日
女
命
…
…
尒
時

教
詔
﹃
汝
命
之
御
祖
之
尚
泣
欲
生
此
處
冝
也
﹄
所
謂
石
神
者
即
是
多

伎
都
比
古
命
之
御
託
﹂
。

︵
楯
縫
郡
・
山
﹁
神
名
樋
山
﹂
︶

⃝32
纏
向
檜
代
宮
御
宇
天
皇
、
勅
、
﹁
不
忘
朕
御
子
倭
健
命
之
御
名
﹂
、
健

部
定
給
。

︵
出
雲
郡
﹁
健
部
郷
﹂
︶

⃝33
古
老
傳
云
、
﹁
久
志
伊
奈
太
美
等
与
麻
奴
良
比
賣
命
…
…
尒
時
到
来

此
處
詔
﹃
甚
久
〻

麻
〻

志
枳
谷
在
﹄
故
云
熊
谷
﹂
也
。

︵
飯
石
郡
﹁
熊
谷
郷
﹂
︶

⃝34
古
老
傳
云
、
﹁
此
山
峯
有
窟
裏
所
造
天
下
大
神
之
御
琴
…
…
故
云
琴

引
山
﹂
。

︵
飯
石
郡
・
山
野
﹁
琴
引
山
﹂
︶

⃝35
古
老
傳
云
、
﹁
大
神
命
之
宿
坐
處
﹂
。
故
云
布
世
。

︵
仁
多
郡
﹁
布
勢
郷
﹂
︶

⃝36
石
川
度
、
坂
上
至
留
申
、
﹁
是
處
也
﹂
。

︵
仁
多
郡
﹁
三
澤
郷
﹂
04
︶

⃝37
古
老
傳
云
、
﹁
…
…
故
云
横
田
﹂
。

︵
仁
多
郡
﹁
横
田
郷
﹂
︶

⃝38
古
老
傳
云
、
﹁
山
嶺
在
玉
上
神
故
云
玉
峯
﹂
。

︵
仁
多
郡
・
山
野
﹁
玉
峯
山
﹂
︶

⃝39
古
老
傳
云
、
﹁
和
尒
戀
阿
伊
村
坐
神
玉
日
女
命
…
…
故
云
戀
山
﹂
。

︵
仁
多
郡
・
山
野
﹁
戀
山
﹂
︶

⃝40
古
老
傳
云
、
﹁
所
造
天
下
大
神
之
御
財
…
…
故
云
神
原
号
耳
﹂
。

︵
大
原
郡
﹁
神
原
郷
﹂
︶

⃝41
古
老
傳
云
、
﹁
所
造
天
下
大
神
…
…
﹂
。
故
云
矢
内
。

︵
大
原
郡
﹁
屋
裏
郷
﹂
︶
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⃝42
古
老
傳
云
、
﹁
湏
佐
能
袁
命
…
…
﹂
。
故
云
佐
世
。

︵
大
原
郡
﹁
佐
世
郷
﹂
︶

⃝43
古
老
傳
云
、
﹁
昔
或
人
…
…
尒
時
所
食
男
云
﹃
動
〻

﹄
。
故
云
阿
欲
﹂
。

︵
大
原
郡
﹁
阿
用
郷
﹂
︶

⃝44
古
老
傳
云
、
﹁
宇
能
治
比
古
命
…
…
﹂
。
故
云
得
塩
。

︵
大
原
郡
﹁
海
潮
郷
﹂
︶

⃝45
古
老
傳
云
、
﹁
神
湏
佐
能
袁
命
御
子
青
幡
佐
草
日
古
命
…
…
其
御
魂

也
﹂
。

︵
大
原
郡
・
山
野
﹁
高
麻
山
﹂
︶

全
二
二
例
中
、
﹁
古
老
傳
云
﹂
が
定
型
表
現
と
し
て
一
六
例
を
数
え
る
。

﹁
古
老
﹂
を
主
語
と
す
る
会
話
表
現
様
式
で
は
、
﹃
出
雲
國
風
土
記
﹄
中
に

双
括
式
や
尾
括
式
は
出
な
い
。
こ
の
﹁
古
老
傳
云
﹂
は
八
郡
中
七
郡︵
嶋
根
・

秋
鹿
・
楯
縫
・
出
雲
・
飯
石
・
仁
多
・
大
原
の
各
郡
︶
に
出
る
。
こ
れ
は
国
府
で
統

一
的
に
書
記
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
秋
本
吉
郎
氏

︵
９
︶

は
地
名
説
明
で
﹁
所

以
號
ヽ
ヽ
者
﹂
が
各
郡
に
共
通
す
る
書
式
で
あ
り
、
﹁
古
老
傳
云
﹂
書
式

は
採
ら
な
い
郡
が
あ
る
と
し
、
﹁
古
老
傳
云
﹂
は
郡
レ
ベ
ル
の
書
式
と
す

る
が
、
﹁
所
以
號
ヽ
ヽ
者
﹂
と
﹁
古
老
傳
云
﹂
は
そ
の
意
味
が
大
き
く
異

な
る
。
﹁
古
老
傳
云
﹂
に
よ
り
頭
括
式
で
統
一
さ
れ
た
書
記
は
、
郡
レ
ベ

ル
の
採
録
記
事
に
拠
り
つ
つ

︵
10
︶

、
国
府
で
編
集
し
た
と
見
る
の
が
良
い
。
こ

の
﹁
古
老
傳
云
﹂
の
条
項
は
、
風
土
記
撰
録
の
命
に
﹁
古
老
相
傳
舊
聞
異

事
﹂
と
あ
り
︵
﹃
続
日
本
紀
﹄
和
銅
六
年
五
月
甲
子
条
︶
、
国
府
で
格
段
の
留
意
事

項
と
し
て
統
一
的
に
書
記
し
た
に
違
い
な
い

︵
11
︶

。
よ
っ
て
漢
文
体
の
頭
括
式

に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
﹁
古
老
傳
云
﹂
の
定
型
表
現
で
は
文
末
辞

﹁
者
﹂
が
一
例
も
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
各
郡
の
草
稿
に
最
低
の
手
直

し
修
訂
を
施
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、

⃝24
即
按
訴
云
、
﹁
天
神
千
五
百
万
地
祇
千
五
百
万
、
…
…
。
以
此
知
神

霊
之
所
神
﹂
者
。

︵
意
宇
郡
﹁
毘
賣
埼
﹂
︶

⃝26
國
忍
別
命
詔
、
﹁
吾
敷
坐
地
者
、
國
形
冝
﹂
者
。
故
云
方
結
。

︵
嶋
根
郡
﹁
方
結
郷
﹂
︶

の
二
例
に
お
い
て
は
、
当
初
か
ら
頭
括
式
で
綴
文
し
よ
う
と
い
う
意
識
の

下
に
記
さ
れ
た
文
で
あ
る
こ
と
が
、
文
末
辞
の
﹁
者
﹂
字
か
ら
明
ら
か
と

な
る
。
当
時
の
官
人
と
し
て
は
こ
れ
が
規
範
的
な
文
型
で
あ
っ
た
。

⃝25
熊
野
大
神
命
詔
、
﹁
朝
御
餼
勘
養
、
夕
御
餼
勘
養
、
吾
贄
緒
之
處
﹂

定
給
。
故
云
朝
酌
。

︵
嶋
根
郡
﹁
朝
酌
郷
﹂
︶

⃝32
纏
向
檜
代
宮
御
宇
天
皇
、
勅
、
﹁
不
忘
朕
御
子
倭
健
命
之
御
名
﹂
、
健

部
定
給
。

︵
出
雲
郡
﹁
健
部
郷
﹂
︶

右
は
⃝25
の
主
語
が
﹁
熊
野
大
神
命
﹂
、
⃝32
の
主
語
が
﹁
纏
向
檜
代
宮
御

宇
天
皇
﹂
で
、
詔
・
勅
の
語
が
使
わ
れ
る
。
文
末
辞
﹁
者
﹂
が
ほ
し
い
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
会
話
文
で
結
ぶ
の
で
は
な
く
﹁
定
給
﹂
へ
と
続
け
て
行

く
文
と
し
て
あ
る
た
め
に
﹁
者
﹂
字
が
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
事
例
で
あ
る
。

入
子
型
の
二
重
会
話
事
例
が
三
件
あ
る
。

⃝31
古
老
傳
云
、
﹁
阿
遅
湏
枳
高
日
子
命
之
后
、
天
御
梶
日
女
命
、
…
…
。

尒
時
、
教
詔
、
﹃
汝
命
之
御
祖
之
尚
泣
。
欲
生
此
處
冝
也
﹄
。
所
謂
石

神
者
、
即
是
、
多
伎
都
比
古
命
之
御
託
﹂
。
︵
楯
縫
郡
﹁
神
名
樋
山
﹂
︶

⃝33
古
老
傳
云
、
﹁
久
志
伊
奈
太
美
等
与
麻
奴
良
比
賣
命
、
…
…
。
尒
時
、

到
来
此
處
詔
、
﹃
甚
久
〻

麻
〻

志
枳
谷
在
﹄
。
故
云
熊
谷
﹂
也
。

︵
飯
石
郡
﹁
熊
谷
郷
﹂
︶
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⃝43
古
老
傳
云
、
﹁
昔
或
人
、
…
…
。
尒
時
、
所
食
男
云
、
﹃
動
〻

﹄
。
故

云
阿
欲
﹂
。

︵
大
原
郡
﹁
阿
用
郷
﹂
︶

い
ず
れ
も
﹁
古
老
傳
云
﹂
と
い
う
定
型
の
頭
括
式
会
話
文
の
中
に
今
一

つ
の
会
話
文
が
入
れ
込
ま
れ
、
そ
の
会
話
文
も
左
の
如
く
頭
括
式
で
あ
る
。

⃝31
…
﹁
…
天
御
梶
日
女
命
、
…
。
尒
時
、
教
詔
、
﹃
…
…
﹄
。
…
﹂
。

⃝33
…
﹁
久
志
伊
奈
太
美
等
与
麻
奴
良
比
賣
命
、
…
。
尒
時
、
到
来
此
處

詔
、
﹃
甚
久
〻

麻
〻

志
枳
谷
在
﹄
。
…
﹂
…
。

⃝43
…
﹁
…
尒
時
、
所
食
男
云
、
﹃
動
〻

﹄
。
…
﹂
。

﹁
古
老
傳
云
﹂
と
い
う
頭
括
式
を
国
府
に
お
い
て
整
え
た
と
見
る
場
合
、

中
の
入
子
状
会
話
の
文
体
は
、
郡
家
か
ら
の
草
稿
に
由
来
す
る
も
の
か
、

国
府
で
の
整
斉
に
基
づ
く
も
の
か
、
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
実
は
⃝31

⃝33
⃝43
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
﹁
尒
時
﹂
の
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
﹁
尒

時
﹂
の
語
は
、
拙
稿
﹁
﹃
出
雲
國
風
土
記
﹄
仁
多
郡
三
澤
郷
条
に
つ
い
て

︵
12
︶

﹂

で
、
﹁
尒そ

の

時と
き

﹂
は
話
を
展
開
し
て
行
く
﹁
つ
な
ぎ
﹂
の
役
目
を
果
す
安
易

な
接
続
の
語
で
あ
る
が
、
出
雲
国
九
郡
全
郡
で
統
一
的
に
使
用
さ
れ
、
一

書
全
体
に
亙
る
最
終
的
な
編
者
の
手
に
よ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
示
し

た
。
詳
し
く
は
右
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
の
会
話
文
の
直
前
に
置

か
れ
る
﹁
尒
時
﹂
の
語
の
存
在
に
よ
り
、
入
子
型
会
話
文
の
箇
所
に
、
国

府
レ
ベ
ル
の
編
集
上
の
手
が
入
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
即
ち
、

﹁
古
老
傳
云
﹂
の
句
と
共
に
そ
の
内
容
ま
で
、
あ
る
程
度
の
統
一
の
手
が

入
れ
ら
れ
て
い
る
。
か
く
し
て
、
入
子
の
会
話
文
に
お
い
て
も
頭
括
式
で

統
一
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、
尾
括
式
会
話
文
体
か
ら

右
に
挙
げ
た
双
括
式
・
頭
括
式
に
対
し
、
尾
括
式
会
話
文
体
は
、
﹃
出

雲
國
風
土
記
﹄
に
お
い
て
、
一
一
例
に
過
ぎ
な
い
。

⃝46
﹁
𣑥
衾
志
羅
紀
乃
三
埼
矣
國
之
餘
有
耶
見
者
國
之
餘
有
﹂
詔
而
、

︵
意
宇
郡
﹁
郡
号
由
来
﹂
02
︶

⃝47
亦
、
﹁
北
門
佐
伎
之
國
矣
國
之
餘
有
邪
見
者
國
之
餘
有
﹂
詔
而
、

︵
意
宇
郡
﹁
郡
号
由
来
﹂
03
︶

⃝48
亦
、
﹁
北
門
良
波
乃
國
矣
國
之
餘
有
耶
見
者
國
之
餘
有
﹂
詔
而
、

︵
意
宇
郡
﹁
郡
号
由
来
﹂
04
︶

⃝49
亦
、
﹁
高
志
之
都
都
乃
三
埼
矣
國
之
餘
有
耶
見
者
國
之
餘
有
﹂
詔
而
、

︵
意
宇
郡
﹁
郡
号
由
来
﹂
05
︶

⃝50
﹁
今
者
國
者
引
訖
﹂
詔
而
、

︵
意
宇
郡
﹁
郡
号
由
来
﹂
06
︶

⃝51
意
宇
社
尒
御
杖
衝
立
而
、
﹁
意
恵
﹂
登
詔
。

︵
意
宇
郡
﹁
郡
号
由
来
﹂
07
︶

⃝52
支
佐
加
地
賣
命
、
﹁
闇
岩
屋
哉
﹂
詔
、
…
…
故
云
加
加
。

︵
嶋
根
郡
﹁
加
賀
郷
﹂
︶

⃝53
而
、﹁
闇
鬱
窟
哉
﹂
詔
而
、
射
通
坐
。

︵
嶋
根
郡
﹁
加
賀
神
埼
﹂
03
︶

⃝54
宇
乃
治
比
古
命
、
﹁
…
…
﹂
詔
而
、
尒
多
負
給
之
。

︵
楯
縫
郡
﹁
沼
田
郷
﹂
︶

⃝55
尒
時
、
﹁
御
澤
﹂
申
。

︵
仁
多
郡
﹁
三
澤
郷
﹂
02
︶

⃝56
尒
時
、
﹁
何
處
然
云
﹂
問
給
。

︵
仁
多
郡
﹁
三
澤
郷
﹂
03
︶

こ
の
尾
括
式
は
、
そ
の
所
在
条
を
示
す
箇
所
に
多
く
の
事
例
で
枝
番
が
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付
く
。
こ
の
枝
番
が
示
す
通
り
、
そ
の
多
く
は
単
独
例
で
な
く
、
他
例
と

共
に
用
い
ら
れ
る
。
し
か
も
枝
番
の
01
は
こ
の
尾
括
式
の
中
に
無
い
。
意

宇
郡
﹁
郡
号
由
来
﹂
条
で
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

⃝02
双
括
＝
國
引
坐
八
束
水
臣
津
野
命
詔
、
﹁
八
雲
立
出
雲
國
者
、
…
…

故
将
作
縫
。
﹂
詔
而
、

︵
意
宇
郡
﹁
郡
号
由
来
﹂
01
︶

⃝46
尾
括
＝
｢
𣑥
衾
志
羅
紀
乃
三
埼
矣
、
國
之
餘
有
耶
見
者
、
國
之
餘
有
。
﹂

詔
而
、

︵
意
宇
郡
﹁
郡
号
由
来
﹂
02
︶

⃝47
尾
括
＝
亦
、﹁
北
門
佐
伎
之
國
矣
、
國
之
餘
有
邪
見
者
、
國
之
餘
有
。
﹂

詔
而
、

︵
意
宇
郡
﹁
郡
号
由
来
﹂
03
︶

⃝48
尾
括
＝
亦
、﹁
北
門
良
波
乃
國
矣
、
國
之
餘
有
耶
見
者
、
國
之
餘
有
。
﹂

詔
而
、

︵
意
宇
郡
﹁
郡
号
由
来
﹂
04
︶

⃝49
尾
括
＝
亦
、
﹁
高
志
之
都
都
乃
三
埼
矣
、
國
之
餘
有
耶
見
者
、
國
之

餘
有
。
﹂
詔
而
、

︵
意
宇
郡
﹁
郡
号
由
来
﹂
05
︶

⃝50
尾
括
＝
｢
今
者
、
國
者
引
訖
。
﹂
詔
而
、
︵
意
宇
郡
﹁
郡
号
由
来
﹂
06
︶

⃝51
尾
括
＝
意
宇
社
尒
御
杖
衝
立
而
、
﹁
意
恵
。
﹂
登
詔
。

︵
意
宇
郡
﹁
郡
号
由
来
﹂
07
︶

即
ち
、
意
宇
郡
﹁
郡
号
由
来
﹂
の
01
か
ら
07
ま
で
は
、
説
話
に
お
け
る

一
連
の
流
れ
と
し
て
あ
り
、
そ
の
冒
頭
の
⃝02
︵
01
︶
は
双
括
式
会
話
文
体

で
あ
り
、
続
く
⃝46
～
⃝51
︵
02
～
07
︶
は
尾
括
式
と
し
て
あ
る
。
こ
れ
は
冒

頭
の
双
括
式
を
承
け
つ
つ
、
尾
括
式
は
双
括
式
の
略
記
と
し
て
あ
る
と
理

解
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
仁
多
郡
﹁
三
澤
郷
﹂
条
に
つ
い
て
も
同
様
の

指
摘
が
出
来
る
︵
﹁
尒
時
﹂
の
語
は
そ
れ
を
よ
く
示
し
て
い
る
︶
。

⃝22
双
括
＝
大
神
夢
願
給
、
﹁
告
御
子
之
哭
由
。
﹂
夢
尒
願
坐
。

︵
仁
多
郡
﹁
三
澤
郷
﹂
01
︶

⃝55
尾
括
＝
尒
時
、
﹁
御
澤
。
﹂
申
。

︵
仁
多
郡
﹁
三
澤
郷
﹂
02
︶

⃝56
尾
括
＝
尒
時
、
﹁
何
處
然
云
。
﹂
問
給
。

︵
仁
多
郡
﹁
三
澤
郷
﹂
03
︶

︵
仁
多
郡
﹁
三
澤
郷
﹂
条
に
は
頭
括
式
の
04
が
"
の
次
に
存
在
す
る
︿
㊱
﹀
︶

こ
れ
に
よ
り
、
尾
括
式
に
お
い
て
は
、
双
括
式
の
略
記
形
態
と
し
て
存

在
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
確
認
出
来
る
。
た
だ
、
嶋
根
郡
﹁
加
賀
神
埼
﹂

条
で
は
、
今
少
し
様
相
を
異
に
す
る
。

⃝11
双
括
＝
枳
佐
賣
命
願
、
﹁
吾
御
子
、
麻
湏
羅
神
御
子
坐
者
、
所
亡
弓

箭
、
出
来
。
﹂
願
坐
。

︵
嶋
根
郡
﹁
加
賀
神
埼
﹂
01
︶

⃝12
双
括
＝
枳
佐
賣
命
…
…
、
尒
時
、
取
而
詔
之
、
﹁
此
者
非
弓
箭
。
﹂
詔

而
、
擲
廢
給
。

︵
嶋
根
郡
﹁
加
賀
神
埼
﹂
02
︶

⃝53
尾
括
＝
而
、
﹁
闇
鬱
窟
哉
。
﹂
詔
而
、
射
通
坐
。
即
、
御
祖
支
佐
加
地

賣
命
社
、
坐
此
處
。

︵
嶋
根
郡
﹁
加
賀
神
埼
﹂
03
︶

右
の
⃝53
に
は
会
話
文
に
続
く
文
︵
傍
線
部
︶
を
補
っ
た
。
⃝11
・
⃝12
は
神
名

が
﹁
枳
佐
賣
命
﹂
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
⃝53
は
神
名
が
﹁
支
佐
加
地
賣
命
﹂

と
あ
り
、
微
妙
に
異
な
る
。
拙
稿
﹁
佐
太
大
神
条
を
め
ぐ
っ
て

︵
13
︶

﹂
で
、
⃝11
・

⃝12
を
含
む
前
半
部
を
本
来
譚
、
⃝53
を
含
む
後
半
部
を
尾
鰭
譚
と
名
付
け
、

本
来
は
別
編
集
の
文
︵
縁
起
︶
で
あ
る
と
し
た
。
神
名
そ
の
も
の
が
本
来
譚

と
尾
鰭
譚
で
異
な
る
。
そ
れ
は
キ
サ
メ
の
命
、
キ
サ
カ
チ
メ
の
命
と
い
う

神
名
と
共
に
、
キ
甲
類
の
仮
名
も
﹁
枳
﹂
と
﹁
支
﹂
と
そ
の
表
記
が
異
な

る
。
こ
う
い
う
次
第
で
、
双
括
式
の
⃝11
⃝12
と
尾
括
式
の
⃝53
と
は
一
連
の
会

話
文
で
は
な
く
て
、
本
来
的
な
説
話
と
付
加
的
な
説
話
に
お
け
る
文
体
上

の
違
い
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
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な
お
、
嶋
根
郡
﹁
加
賀
郷
﹂
条
の
⃝52
は
、
神
名
と
い
う
点
に
お
い
て
も

尾
括
式
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、
⃝53
の
説
話
と
一
連
の
も
の
で
あ
る
。

⃝52
尾
括
＝
支
佐
加
地
賣
命
、
﹁
闇
岩
屋
哉
。
﹂
詔
、
…
…
故
云
加
加
。

︵
嶋
根
郡
﹁
加
賀
郷
﹂
︶

こ
の
⃝52
や
⃝53
に
お
い
て
、
な
ぜ
尾
括
式
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
は
、
推
測
に
他
な
ら
な
い
が
、
当
稿
註
︵
12
︶
と
し
て
挙
げ
た
拙
稿
で
、

本
来
譚
・
尾
鰭
譚
共
に
、
そ
の
引
用
は
説
話
の
一
部
分
で
あ
り
、
話

は
更
に
展
開
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
省
略
さ
れ
て
い
る
の
は
、
風

土
記
の
記
述
と
は
無
縁
と
判
断
さ
れ
て
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

…
中
略
…
風
土
記
編
纂
者
の
前
に
は
、
佐
太
大
神
に
関
わ
る
伝
承
記

録
が
二
種
︵
本
来
譚
・
尾
鰭
譚
︶
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
し
た
。
即
ち
、
尾
鰭
譚
に
お
い
て
も
或
い
は
最
初
に
双
括
式
会
話
文
体

が
あ
り
、
二
回
目
以
降
は
尾
括
式
で
略
記
さ
れ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
た
だ
し
、
尾
括
式
を
全
て
双
括
式
の
略
記
形
式
と
考
え
る
も
の
で
は

な
い
。
﹃
出
雲
國
風
土
記
﹄
に
お
い
て
は
、
そ
う
い
う
形
が
見
ら
れ
る
の

で
あ
る
が
、
作
品
が
異
な
れ
ば
双
括
式
の
略
記
形
式
と
い
う
枠
に
縛
ら
れ

る
も
の
で
は
全
く
な
く
て
、
右
の
佐
太
神
社
縁
起
譚
に
関
わ
る
尾
鰭
譚

︵
﹁
支
佐
加
地
賣
命
社
縁
起
﹂
︶
に
つ
い
て
も
、
狭
く
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
無
い
。
﹃
出
雲
國
風
土
記
﹄
の
中
で
も
、

⃝54
宇
乃
治
比
古
命
、
﹁
…
…
﹂
詔
而
、
尒
多
負
給
之
。

︵
楯
縫
郡
﹁
沼
田
郷
﹂
︶

の
場
合
は
、
単
独
事
例
に
お
け
る
尾
括
式
会
話
文
体
で
あ
る
。
こ
の
場
合

は
双
括
式
の
略
記
で
は
無
い
。

五
、
お
わ
り
に

以
上
、
﹃
出
雲
國
風
土
記
﹄
に
見
ら
れ
る
全
五
六
例
の
会
話
の
文
体
に

つ
い
て
縦
覧
し
た
。
今
一
度
、
こ
れ
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
く
。

双
括
式
会
話
に
お
い
て
は
、
そ
の
主
語
が
神
で
あ
り
、
略
記
す
る
こ
と

な
く
伝
承
様
式
に
よ
る
倭
文
体
の
話
し
方
に
よ
っ
て
綴
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
前
辞
と
後
辞
と
は
、
用
言
に
捻
れ
が
存
在
す
る
こ
と
な
く
同
一
の
用
言

に
よ
っ
て
統
一
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
が
単
一
で
あ
っ
て

複
雑
で
は
無
い
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

漢
文
様
式
で
あ
る
頭
括
式
会
話
に
お
い
て
は
、
﹁
古
老
傳
云
﹂
と
い
う

定
型
表
現
が
全
二
二
例
中
一
六
例
に
存
在
し
、
こ
れ
は
﹁
古
老
相
傳
舊
聞

異
事
﹂
と
い
う
撰
録
の
命
に
対
応
す
る
事
項
と
し
て
存
在
す
る
も
の
で
あ

り
、
国
府
に
お
い
て
統
一
的
に
文
体
を
整
え
た
も
の
で
あ
る
と
見
た
。

﹁
古
老
傳
云
﹂
の
中
に
見
ら
れ
る
三
例
の
入
子
型
会
話
で
は
、
会
話
の
前

文
に
﹁
尒
時
﹂
の
語
が
確
認
出
来
、
﹁
尒
時
﹂
と
い
う
接
続
の
語
か
ら
国

府
に
お
け
る
文
章
上
の
統
一
作
業
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

こ
の
漢
文
形
式
の
会
話
文
で
は
文
末
辞
﹁
者
﹂
と
呼
応
し
て
い
る
例
も
存

在
し
た
。

尾
括
式
会
話
に
お
い
て
は
、
意
宇
郡
﹁
郡
号
由
来
﹂
条
及
び
仁
多
郡
﹁
三

澤
郷
﹂
条
で
、
そ
の
冒
頭
事
例
は
双
括
式
会
話
様
式
で
示
し
、
続
く
事
例

は
そ
の
略
記
形
態
と
し
て
の
尾
括
式
会
話
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し

た
。
た
だ
し
、
尾
括
式
会
話
が
即
ち
双
括
式
会
話
の
略
記
態
で
あ
る
と
限

九

『
出
雲
國
風
土
記
﹄
の
会
話
文
体



る
も
の
で
は
な
く
、
﹃
出
雲
國
風
土
記
﹄
の
二
群
に
お
い
て
は
略
記
と
し

て
の
様
式
が
指
摘
出
来
る
も
の
で
あ
っ
た
。

な
お
、
誤
用
を
含
み
つ
つ
も
基
本
的
に
漢
文
体
を
志
向
す
る

︵
14
︶

﹃
常
陸
國

風
土
記
﹄
は
例
外
的
存
在
の
二
例
を
除
い
て
頭
括
式
で
一
貫
し
、
﹃
播
磨

國
風
土
記
﹄
も
例
外
的
な
尾
括
式
の
二
例
を
除
い
て
頭
括
式
で
あ
る
。
当

然
の
こ
と
な
が
ら
、
豊
後
国
と
肥
前
国
の
二
風
土
記
は
頭
括
式
に
な
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
文
体
は
、
作
品
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
事
情
を
異
に
す
る

も
の
で
あ
り
、
作
品
に
則
し
て
考
察
し
て
行
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

︻
註
︼

︵
１
︶
廣
岡
義
隆
﹁
萬
葉
に
お
け
る
会
話
手
法
︱
双
括
式
・
頭
括
式
・
尾
括
式
︱
﹂
︵
針

原
孝
之
氏
編
﹃
古
代
文
学
の
創
造
と
継
承
﹄
新
典
社
、
二
〇
一
一
年
一
月
︶
。

︵
２
︶
廣
岡
義
隆
﹁
風
土
記
逸
文
補
訂
稿
﹂
︵
﹃
風
土
記
研
究
﹄
第
三
六
号
、
二
〇
一
三
年

八
月
︶
。

︵
３
︶
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
本
の
Ｃ
本
﹃
出
雲
国
風
土
記
﹄
︵
江
戸
期
の
ご
く
一

般
的
な
写
本
の
初
期
形
態
本
︶
は
、
﹁
詔
々
﹂
に
し
て
い
る
︵
写
真
影
印
版
刊
行
、
島

根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
四
年
三
月
︶
。

︵
４
︶
田
中
卓
氏
、
神
道
大
系
本
古
典
編
七
﹃
風
土
記
﹄
︵
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
九

四
年
三
月
︶
。
な
お
、
田
中
卓
氏
校
訂
本
︵
平
泉
澄
監
修
﹃
出
雲
國
風
土
記
の
研
究
﹄

所
収
、
出
雲
大
社
、
一
九
五
三
年
七
月
︶
は
﹁
詔
﹂
一
字
に
は
言
及
せ
ず
、
会
話
文

末
尾
の
﹁
者
﹂
の
下
に
﹁
詔
﹂
字
を
﹁
林
本
ニ
ヨ
リ
補
フ
﹂
と
す
る
。
﹁
林
本
﹂
と

は
神
宮
文
庫
蔵
林
崎
文
庫
本
で
あ
る
。
校
訂
本
を
所
収
し
た
同
氏
著
作
集
本
︵
田
中

卓
著
作
集
８
﹃
出
雲
国
風
土
記
の
研
究
﹄
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
八
年
五
月
︶
で
は
、

校
訂
本
に
加
え
る
形
で
神
道
大
系
本
の
注
記
を
加
筆
す
る
。

︵
５
︶
沖
森
卓
也
氏
・
佐
藤
信
氏
・
矢
嶋
泉
氏
﹃
出
雲
国
風
土
記
﹄
︵
山
川
出
版
社
、

二
〇
〇
五
年
三
月
︶
。

︵
６
︶
松
本
直
樹
氏
﹃
出
雲
国
風
土
記
注
釈
﹄
︵
新
典
社
、
二
〇
〇
七
年
一
一
月
︶
。

︵
７
︶
廣
岡
義
隆
﹃
上
代
言
語
動
態
論
﹄
︵
塙
書
房
、
二
〇
〇
五
年
一
一
月
︶
、
参
照
。

︵
８
︶
兼
岡
理
恵
氏
が
﹁
郷
﹂
単
位
の
原
資
料
作
成
を
指
摘
す
る
︵
﹁
﹁
風
土
記
﹂
の
世
界
﹂

﹃
文
学
﹄
第
九
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
八
年
一
月
。
同
氏
﹃
風
土
記
受
容
史
研
究
﹄
所
収
。

第
一
章
、
二
八
～
二
九
頁
︶
。
郡
家
の
下
部
機
関
の
郷
家
に
つ
い
て
は
、
関
和
彦
氏

﹁
古
代
村
落
﹁
官
衙
﹂
考
﹂
︵
同
氏
﹃
日
本
古
代
社
会
生
活
史
の
研
究
﹄
第
六
章
第
四

節
。
校
倉
書
房
、
一
九
九
四
年
二
月
︶で
﹁
郷
家
﹂
を
析
出
し
、
内
田
律
雄
氏
は
﹁
﹃
出

雲
国
風
土
記
﹄
の
郷
に
つ
い
て
﹂
︵
出
雲
古
代
史
研
究
会
﹃
出
雲
古
代
史
研
究
﹄
第

九
号
、
一
九
九
九
年
七
月
︶
で
、
文
献
上
、
﹃
令
集
解
﹄
の
﹁
儀
制
令
﹂
19
﹁
春
時
祭

田
﹂
条
の
﹁
古
記
﹂
に
﹁
郷
家
﹂
︵
﹃
新
訂
増
補

國
史
大
系
﹄
24
、
七
二
三
頁
︶
が
出
る
こ
と

を
指
摘
す
る
。

︵
９
︶
秋
本
吉
郎
氏
﹁
風
土
記
の
記
事
内
容
﹂
︵
﹃
風
土
記
の
研
究
﹄
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

一
九
六
三
年
一
〇
月
。
七
八
七
頁
︶
。

︵
10
︶
吉
松
大
志
氏
は
出
雲
国
の
特
徴
と
し
て
語
部
の
広
範
な
存
在
を
指
摘
す
る
︵
﹁
土

地
の
名
を
語
る
風
土
記
﹂
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
編
﹃
古
代
出
雲
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

Ⅱ
︱
古
代
文
化
連
続
講
座
記
録
集
︱
﹄
ハ
ー
ベ
ス
ト
出
版
、
二
〇
一
五
年
八
月
︶
。

こ
の
こ
と
は
、
松
前
健
氏︵
同
氏
著
作
集
、
第
八
巻
﹃
出
雲
神
話
の
形
成
﹄
お
う
ふ
う
、

一
九
九
八
年
五
月
。
二
〇
二
頁
︶
を
は
じ
め
、
複
数
の
指
摘
が
あ
る
。

︵
11
︶
﹃
常
陸
國
風
土
記
﹄
は
冒
頭
に
﹁
常
陸
國
司
解
。
申
古
老
相
傳
舊
聞
事
。
﹂
を
掲
げ

る
。
こ
れ
は
常
陸
国
の
国
府
で
﹁
古
老
相
傳
舊
聞
﹂
を
重
要
事
項
と
し
て
認
め
た
こ

と
を
示
し
、
出
雲
国
に
お
い
て
も
こ
の
こ
と
は
変
わ
る
こ
と
が
無
い
と
考
え
ら
れ
る
。

︵
12
︶
廣
岡
義
隆
﹁
﹃
出
雲
國
風
土
記
﹄
仁
多
郡
三
澤
郷
条
に
つ
い
て
︱
そ
の
文
体
か
ら

︱
﹂︵
﹃
上
代
文
学
﹄
一
一
二
号
、
二
〇
一
四
年
四
月
︶
。
な
お
、
同
じ
﹁
尒
時
﹂
の
﹃
播

磨
國
風
土
記
﹄
に
お
け
る
考
察
に
つ
い
て
は
、﹁
播
磨
國
風
土
記
の
国
府
編
集
﹂︵
﹃
三

重
大
学
日
本
語
学
文
学
﹄
第
二
五
号
、
二
〇
一
四
年
六
月
︶
が
あ
り
、
こ
の
後
論
に

お
い
て
、
﹁
尒
時
﹂
そ
の
も
の
に
つ
い
て
や
や
詳
し
く
言
及
し
た
。

︵
13
︶
廣
岡
義
隆
﹁
佐
太
大
神
条
を
め
ぐ
っ
て
︱
﹃
出
雲
國
風
土
記
﹄
の
成
書
過
程
の
一

考
察
︱
﹂
︵
大
阪
大
学
﹃
語
文
﹄
一
〇
〇
・
一
〇
一
輯
合
併
号
、
二
〇
一
三
年
一
二

月
︶
。

︵
14
︶
瀬
間
正
之
氏
﹃
風
土
記
の
文
字
世
界
﹄
︵
笠
間
書
院
、
二
〇
一
一
年
二
月
︶
。

［
ひ
ろ
お
か

よ
し
た
か

本
学
元
教
員
］

一
〇

三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
・
二
十
七
号
・
二
〇
一
六
年
六
月


